
1 件　名

2 品名・明細

No. 品名 品質、形状、寸法 単位 数量 単価 計

1 半袖ドライポロシャツ

デザイン：胸ポケット付（前面）

素材：ポリエステル100％

カラー：ホワイト系

サイズ：Ｌ（基準については、3  衣類サイズ基準のとおり）

以下参考製品（同等品可）

メーカー：トムス（株）glimmer　型番 330-AⅤP  /  ホワイト

メーカー：キャブ（株）United athle　型番 592101  /  ホワイト

メーカー：（株）桑和　型番 50397  /  ホワイト

着 5

2 カーゴパンツ（１）

春夏用

デザイン：両サイドにポケット付

素材：ポリエステル65～85％・綿15～35％

カラー：ネイビー系

サイズ：M（基準については、3  衣類サイズ基準のとおり）

以下参考製品（同等品可）

メーカー：（株）ジーベック XEBEC

　　　　　　型番 1556-19  /  ディープネイビー

メーカー：（株）バートル　型番 7066  /  ネイビー

メーカー：（株）自重堂　　型番 84502  /  ネイビー

着 3

3 カーゴパンツ（２）
サイズ：L（基準については、3  衣類サイズ基準のとおり）

※サイズ以外は、カーゴパンツ（１）と同様
着 2

4 カーゴパンツ（３）

秋冬用

デザイン：両サイドにポケット付

素材：ポリエステル65～85％・綿15～35％

カラー：ネイビー系

サイズ：M（基準については、3  衣類サイズ基準のとおり）

以下参考製品（同等品可）

メーカー：（株）ジーベック XEBEC　型番 1463  /  紺

メーカー：（株）バートル　型番 1702  /  ネイビー

メーカー：（株）自重堂　　型番 81602  /  ネイビー

着 5

5 長袖ブルゾン（１）

デザイン：両脇にポケット付、前面ファスナー付

素材：ポリエステル100％

カラー：ホワイト系

サイズ：L（基準については、3  衣類サイズ基準のとおり）

以下参考製品（同等品可）

メーカー：　ビーズビーム　型番 FRＪ-014

メーカー：（株）サンエス　型番 SA20047

メーカー：（株）自重堂　　型番 81220

着 3

6 長袖ブルゾン（２）
サイズ：LL（基準については、3  衣類サイズ基準のとおり）

※サイズ以外は、長袖ブルゾン（１）と同様
着 2

7 合皮手袋（１）

デザイン：袖口マジック式

カラー：不問

サイズ：M(基準については、4   合皮手袋基準のとおり）

以下参考製品（同等品可）

メーカー：富士グローブ（株）型番 PUライナーアルファー

メーカー：川西工業（株）型番 PUドクター

メーカー：中部物産貿易（株）

　　　　　ホーケン　型番 ドットサイバー　指先マジック

メーカー：富士手袋工業（株）型番 ３０７７ウレタンキャッチ

双 2

仕様書

地域安全防犯対策事業用被服　半袖ドライポロシャツほか８点買入



8 合皮手袋（２）
サイズ：L(基準については、4   合皮手袋基準のとおり）

※サイズ以外は、合皮手袋（１）と同様
双 3

9 帽子

サイズ：フリーサイズ

特徴：メッシュキャップ。

カラー：ネイビー系　つば上部のクラウンはホワイト（無地）

別添写真参照

以下参考製品（同等品可）

メーカー：ボンマックス  メッシュキャップ  ネイビー/ホワイト

　　　　　型番 FMC6615-A-18-F

メーカー：アイトス（株）アメリカンメッシュキャップ

                  (MC30/3100) 型番 AZ66313-008　ネイビー×ホワイト

メーカー：トムス（株）型番 00700-EⅤM（ネイビー/ホワイト）

個 5

サイズ　（㎝）

胸囲：　８８～１０２

胴囲：　７５～８３

身長：　１６５～１７５

胸囲：　９４～１０８

胴囲：　８１～１０９

身長：　１７０～１８０

胸囲：　１００～１１４

胴囲：　８６～９５

身長：　１７５～１８５

サイズ　（㎝）

全長：　　　２０～２１.５

中指長：　　７.５～８

手のひら周り：　１８～１９.４

全長：　　　２１.５～２２

中指長：　　８～８.５

手のひら周り：　１９～２０

全長：　　　２２～２２.５

中指長：　　８.５～８.８

手のひら周り：　２０～２０.6

全長：　　　２２.５～２３.5

中指長：　　８.7～9.２

手のひら周り：　２１～２１.２

 ３　 衣類サイズ表（上記№１～６）

 ４　合皮手袋サイズ表（上記№７～８）

計

消費税

合　計

M

M

Ｌ

ＬＬ

L

LＬ

S



   5　   納入期限

令和 8 年 10 月 29 日（木）

  ６　  納品場所

　　　城東区役所　市民協働課（防災・防犯）

　　　〒536-8510  大阪市城東区中央３丁目５番４５号　城東区役所３階３３番窓口

（２）納入に際しては、建物及びそれに付随する設備等を損傷することのないよう、充分な措置

　　　を講じること。万一、損傷を与えた場合は受注者において完全に修復すること。

（３）納入日時については、事前に事業担当者と調整すること。

  ８　 事業担当課

　　　城東区役所　市民協働課（防災・防犯）

（６）応札に当たっては本仕様書を十分検討し、疑義ある場合（同等品の可否を含む）は、指定

　　　方法により質問し、その内容を熟知のうえ応札するものとする。質問受付期間経過後の

　　　疑義については受付けしない。契約後における仕様書の疑義は、本市の解釈によるものと

　　　する。

（７）契約締結後、速やかに単位のわかる内訳明細書を事業担当へ提出すること。

（１）新品を納品すること。

（４）納入品の搬送、納入場所への搬入・養生・設置等の諸費用は、全て本契約に含むものとする。

　　　※エレベーター使用可（かご内法：幅 160㎝、奥行 160㎝、高さ 225㎝　出入口     幅 100㎝、高さ 210㎝）

　　　※　有料駐車場有（1階屋根あり）　車高制限：3.2ｍ

　　　       料金詳細：最初の60分まで300円、以降30分毎200円

  ７　 その他

（５）納品の際は、納品物品の名称及び数量等が確認できる「納品書」を提出すること。

          FAX　050-3535-8685

　　　〒536-8510  大阪市城東区中央３丁目５番４５号　城東区役所３階３３番窓口

          電話　06-6930-9045



別　添

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仕様書　２.品名・明細の №９ 帽子の写真







生成 AI利用に関する特記仕様書 

 

受注者又は指定管理者（再委託及び再々委託等の相手方並びに下請負人を含む）が生成 AI を利用す

る場合は、事前に発注者あて所定様式により確認依頼をし、確認を受けるとともに、「大阪市生成 AI利

用ガイドライン（別冊 業務受託事業者等向け生成 AI 利用ガイドライン第 1.1 版）」に定められた以下

の利用規定を遵守すること。 

  

生成 AIの利用規定 

 

• 生成 AI を利用する場合は、利用業務の内容、利用者の範囲、情報セキュリティ体制等及び利用規

定の遵守・誓約内容を事前に所定様式※により発注者宛に確認依頼をし、確認を受けること。 
※ 所定様式は大阪市ホームページからダウンロードできます 

  https://www.city.osaka.lg.jp/ictsenryakushitsu/page/0000623850.html 

• 前記確認内容に変更等が生じた際には変更の確認依頼をし、確認を受けること。 

• 生成 AI は、受注者又は指定管理者の業務支援目的に限定し、市民や事業者向けの直接的なサービ

スには利用しないこと。 

• 画像及び動画の生成 AI サービスを利用する場合は、利用者が生成物を利用する際に他者の著作権

を侵害しないよう選別したコンテンツで AI モデルの学習をしているサービスを利用することを原

則とする。ただし、当該要件に該当しないサービス又は該当するか不明のサービスを利用する場合

は、生成内容が既存著作物との類似性や無許諾での依拠がないことを確認し、かつ、成果物として

利用する際は発注者の同意を得ること。 

• インターネット上の公開された環境で不特定多数の利用者に提供される定型約款・規約への同意の

みで利用可能な生成 AIの利用を禁止する。 

• 生成 AI 機能が付加された検索エンジンやサイトは、一般的にインターネットで公開されている最

新の情報を検索する目的でのみの利用とし、生成 AIによる回答を得る目的での利用を禁止する。 

• 生成 AIを利用する場合は、入力情報を学習しない設定（オプトアウト）をして利用すること。 

• 契約又は協定の履行に関して知り得た秘密及び個人情報の入力を禁止する。 

• 著作権その他日本国の法令に基づき保護される第三者の権利を侵害する内容の生成につながる入

力及びそのおそれがある入力を禁止する。 

• 生成・出力内容は、誤り、偏りや差別的表現等がないか、正確性や根拠・事実関係を必ず自ら確認

すること。 

• 生成・出力内容は、著作権その他日本国の法令に基づき保護される第三者の権利の侵害がないか必

ず自ら確認すること。 

• 生成・出力された文章は、あくまで検討素材であり、その利用においては、受注者又は指定管理者

が責任をもって判断するものであることを踏まえ、加筆・修正のうえで使用すること。 

• 生成・出力内容は、上記に定める正確性の確認等を経たうえで、加筆・修正を加えずに利用（公表

等）する場合は、生成 AIを利用して作成した旨を明らかにして意思決定のうえで利用すること。 

• 情報セキュリティ管理体制により、利用者の範囲及び利用ログの管理などにより情報セキュリティ

の確保を徹底して適切に運用すること。 


